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巻頭言 

データ利活用時代に問う“質” 
 

豊橋市民病院 
原瀬正敏 

放射線技術の歩みは，「より良い画質とは何

か」を問い続けてきた歴史である．ノイズは許

容範囲か，空間分解能は十分か，線量は最適化

されているか．私たちは常に画像の質を評価し，

疑い，改善してきた．その積み重ねが，現在の

高度な画像診断や精緻な放射線治療を支えて

いる． 
今，医療情報の分野では，生成 AIの急速な
進展や医療 DXの推進を背景に，診療データの
集約と二次利用が大きな潮流となっている．放

射線領域においても，AI による画像解析や読
影支援は着実に臨床へ浸透しつつある．データ

を活用し，新たな知見や価値を創出することへ

の期待はますます高まっている． 
しかし，テクノロジーが高度化する今だから

こそ，私たちは原点に立ち返り，「提示された

データや AIの解析結果をそのまま受け入れて
よいのか」という根源的な問いを持つ必要があ

る．AI が導き出す統計値や予測モデルは，一
見すると客観的で説得力に満ちている．しかし

その結果は，どのような定義でデータが収集さ

れ，どのような単位で集計されたのかという前

提条件に強く依存している．すなわち，データ

の定義や収集方法が異なれば，同じ数値であっ

ても示す意味や価値は変わり得るのである． 
身近な例を挙げるとすれば，冬季のインフル

エンザ流行状況を把握するため，保健所が医療

機関からの報告を基に発症者数を公表する仕

組みがある．これは流行傾向を示す指標として

有用であるが，報告単位は「医療機関あたり」

の患者数であり，遠方から受診した患者も一件

として計上される．したがって，必ずしもその

医療機関周辺の住民の感染状況を直接反映し

ているとは限らない．もし住民が知りたい情報

が，自らが暮らす地域で感染が拡大しているか

どうかであるならば，患者住所に基づく集計の

方が，より実感に即した情報となるだろう．こ

の例が示すように，データの収集方法や集計単

位が異なれば，得られる情報の意味も利用価値

も変わるのである． 
医療データの利活用において重要なのは，

データの意味を共有することである．同じ検査

であっても，施設ごとに検査名称や記録方法が

異なれば，単純に大量なデータを集めても正確

な比較や解析は難しい．データが何を示し，ど

のような条件で取得されたのかという前提が

共有されてはじめて，データは信頼に足る情報

となる．医療情報分野における標準化とは，単

なる形式の統一にとどまらず，データの意味を

共有するための基盤づくりに他ならない． 
私たちはこれまで画質評価において，ノイズ

特性や再構成法の影響を丁寧に検討してきた．

同様に，データ解析においても取得方法や前提

条件を含めて吟味する姿勢が求められる．デー

タの質を問い続けることは，放射線技術分野が

長年培ってきた科学的態度そのものである． 
データが本当に現場や患者にとって意味あ

る情報となっているかを考え続けること，それ

こそが，これからの医療情報分野に求められる

専門性ではないだろうか．全国的な標準型電子

カルテや画像情報プラットフォームの議論が

進む今こそ，検査情報，線量情報，レポート構

造，AI 出力結果などの標準化とデータ基盤の

整備を通じて，「意味の共有された医療データ」

を社会に還元していく責務が，私たちに課され

ていると考える． 
これまで私たちが画像の質を問い続けてき

たように，これからはデータの質，さらには AI
を含む情報システム全体の質を問い続けてい

かなければならない．質を問い直す姿勢が，次

の時代の進歩を生む．データ利活用が前提とな

る時代においてもその原点を忘れず，放射線分

野の医療情報の新たな価値を，会員の皆さまと

ともに考えていきたい． 

  
顔写真 
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第 53 回日本放射線技術学会秋季学術大会（札幌） 

第 46 回医療情報部会 報告 

教育講演 
 

「PACS の現在地とクラウドを利用した医療 DX の未来」 

北海道情報大学 上杉 正人 
 
2011 年、第 39 回日本放射線技術学会秋季学術大会において、演者は「クラウドってなに？」と題し、

医療におけるクラウドの黎明期の概念と可能性を論じた。それから 14 年、クラウドは日常生活にも普及

し社会インフラとなり、医療分野においてもその活用は現実的な選択肢となった。本講演では、多くの施

設でシステム更新を経験し、コスト、運用負荷などといった課題について PACS の「現在地」を整理す

る。その上で、クラウド技術がこれらの課題をいかに解決し、PACS を単なる画像保管システムから、AI

や電子カルテなど医療情報システムと連携し「医療 DX」の中核基盤へと変化させるか、その未来像を

考察して議論したい。 
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第 53 回日本放射線技術学会秋季学術大会（札幌） 

第 46 回医療情報部会 報告 

シンポジウム 

「PACS の現在地 -クラウド型普及に伴う知見の変化-」 

 
「2 病院統合を経て 新病院におけるシステム構成と運用体制の概要について」 

大阪警察病院 泉 夏彦 
 

当院は 2018 年 7 月に第二大阪警察病院(旧 NTT 西日本大阪病院)と統合し、2025 年 1 月

1 日に新病院へ新築移転し、新たな大阪けいさつ病院としてスタートした。新病院にて掲げ

る『スマートホスピタルの実現』という方針に向け、端緒として 2023 年 12 月から 2024 年

1 月にかけて電子カルテを IBM 社から富士通社に切り替えた。 
クラウド技術の進歩や世の中の潮流でクラウドサービスが一般的になり、医療現場でもク

ラウド型システムの導入が進んでいる。新病院でのシステムにおいては、電子カルテは富士

通社のクラウドサービス『FJcloud』を使用し、オンプレミス型 PACSとの相互運用を実施

している。 
今回、新病院でのシステム構成の概要についてまとめ、導入の経緯及び検討項目、課題や

諸問題を挙げ、運用して半年経った現在の状況を説明する。 
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「クラウド PACS はどこまで使えるのか ― 障害対応から考える現実解」 

大阪国際がんセンタ－ 川眞田 実 

 

当院で発生した大規模システム障害により、PACSを含む基幹システムが長時間停止し、

過去画像の参照ができない状況となり診療継続に大きな影響を及ぼした。従来型オンプレ

ミス環境では迅速な復旧は困難であったが、当院が BCPの一環として構築したクラウド型

PACSを活用し、様々な調整や設定を施すことでクラウド上のバックアップ画像を閲覧可能

とし、診療を支援することができた。本発表では、この障害対応の経緯を報告するととも

に、クラウド型 PACSの有効性や運用上の課題、非常時における活用の実際を共有し、ク

ラウドの適用範囲について考察する。  
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「クラウド型 PACS 運用の実際 -小規模医療機関における運用事例報告-」 

霞クリニック 上田 英弘 
 
近年、小規模医療機関を中心にクラウド型 PACSの導入が増加している。自施設での導

入・運用経験を基に、その有効性と課題を報告する。 
小規模医療機関における主なメリットは以下の 4点である。①コスト削減効果：初期費用

の大幅抑制と月額定額制による予算平準化が可能。②運用負荷軽減：システム保守・管理

業務の軽減により、限られた人的リソースを医療業務に集中できる。③画像連携効率化：

CD-R等の可搬媒体に比べ、迅速かつ確実な医療機関間画像連携が実現。緊急時や専門医

コンサルテーションで特に有効。④セキュリティ強化：24 時間監視、定期アップデート、

データ冗長化により、オンプレミス環境以上のセキュリティレベルを確保。 
一方、中規模～大規模医療機関への普及には課題もある。レガシーシステムとの接続性、

通信環境依存のレスポンス、ネット障害時の影響、大容量データ保存コストの増大等であ

る。 
クラウド PACSは小規模医療機関にとって経済性・運用性・連携性・安全性に優れたソ

リューションであるが、大規模展開には解決すべき課題も存在する。 
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「クラウド時代における厚労省ガイドラインに対応した PACS の安全管理」 

北海道科学大学 谷川 琢海 
 
近年、クラウド・バイ・デフォルト原則により政府機関においてもクラウドサービスを

第一選択とすることが一般的となり、医療機関においても PACSのクラウド化が現実的な

選択肢となりつつある。クラウド PACSは運用コストの削減やシステムの可用性向上など

の利点がある一方で、オンプレミス環境と異なり、物理的な管理ができず、データの所在

や管理状況の把握が困難である。 
クラウドサービスを用いた画像情報の保存は、厚生労働省「医療情報システムの安全管

理に関するガイドライン第 6.0版」では、医療情報の外部保存に該当する。適切な委託先

を選定することで、専門的な知識に基づいた情報セキュリティ対策が講じられた環境での

管理が可能となり、場合によっては自機関のみで整備するよりもより安全な対策を講じる

ことができ、運用負担の軽減にもつながるとされている。 
一方、医療機関側はクラウドサービスを利用する場合においても、電子保存の 3原則、

情報セキュリティの 3要素への考慮も忘れてはならず、適切な医療情報の安全管理と、そ

の状況の継続的な把握が必要になる。医療機関は診療情報を保管する一義的な責任があ

り、すべてを外部事業者に委ねるのではなく、医療機関と事業者との責任範囲を明確にし

て、全体として適切な安全管理を行わなければならない。 
本発表では、オンプレミスでの管理との比較も行いながら、ガイドラインに準拠したクラ

ウド PACSの安全管理体制構築における実践的な留意点について述べる。 
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第 82 回日本放射線技術学会総会学術大会（横浜） 

第 47 回医療情報部会 予告 
 

教育講演 
 
  

「政府による経済安全保障推進法に基づく病院情報システムの事前監査に備える」 

  

群馬大学医学部附属病院 システム統合センタ－ 
鳥飼 幸太 

 
本教育講演では、日本政府の経済安全保障推進法を背景に、病院情報システムや放射線

診断・治療機器の「事前監査」に備えるための基本的な考え方を概説する。とくに第三国

からのサイバー攻撃やサプライチェーンのリスクを、放射線科医・診療放射線技師・医学

物理士が共有しやすい臨床シナリオを用いて平易に整理する。従来の価格優先の調達仕様

を見直し、ハードウェア、ソフトウェア、保守・遠隔接続を含め、友好国の製品・事業者

を選定することが医療安全と経済安全保障の両面で重要なアクションであることを示し、

日常の機器更新や端末購入の意思決定へと結び付ける契機としたい。また、具体的な

チェックリスト案や、院内で合意形成を進める際のポイント、ベンダとの情報共有のあり

方も解説し、各施設が自らのリスクプロファイルを踏まえて現実的な対策を選択できるよ

う支援するとともに、放射線部門から経営層へ働き掛ける実践的アプローチ手法を提案す

る。 
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第 82 回日本放射線技術学会総会学術大会（横浜） 

第 47 回医療情報部会 予告  

シンポジウム  

 
「医療機器におけるサイバーセキュリティの課題への取組」 

 
一般社団法人 日本画像医療システム工業会 

中里 俊章 
 
医療機関のネットワーク等に接続される医療機器が直接又は二次的にサイバー攻撃を受

けた場合、その医療機器自体が本来発揮する機能を失う等の障害だけでなく、当該医療機器

が接続された医療機関のネットワーク等を介して同様の障害が拡大する可能性が想定され

る。これらの事象は、診断・治療の遅れ又は誤り等の結果として、患者に健康被害を及ぼす

ことがある。しかしながら、医療機器のサイバーセキュリティ対策及び関連する製造販売業

者と医療機関との連携が十分とは言えず、多くの課題が報告されている。 
2024 年欧米同様に我が国においても医療機器のサイバーセキュリティは義務化された。

医機連では、課題解決の基本指針を示すため、行政機関の協力を得て「医療機関における医

療機器のサイバーセキュリティ確保のための手引書」改訂版を取りまとめた。製造販売業者

は、医療機器のセキュリティ対策だけでなく、医療機関との連携及び情報共有の戦略を確立

し、確実に実施することが求められており、今回、これらの一連について具体的な課題を参

照しながら概説する。 
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「サイバー攻撃とその対応の現状」 

 
JPCERT コーディネーションセンター 

洞田 慎一 
 

この講演では、国内外で発生しているサイバー攻撃やサイバーセキュリティに関連するイ

ンシデントの動向を取り上げ、その特徴と重要な論点を概観する。特に近年は、ゼロデイあ

るいはワンデイ脆弱性の悪用の拡大が深刻な課題となっており、これらの特性を踏まえた

対応方針が不可欠である。講演では、代表的な攻撃類型を整理しながら、自組織をサイバー

攻撃から守るために、どのような点から着手すべきかについても解説する。これにより、現

状のリスクを俯瞰するとともに、実践的な対策検討の手がかりを得ることを目的とする。 
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「現場から見た医療機器セキュリティ対策の実際と課題」 

大阪国際がんセンタ－ 
川眞田 実 

 
医療機器のサイバーセキュリティはガイドライン等が整備されつつある一方、現場の機器

選定・運用プロセスへの実装は十分とは言えない。多くの施設で撮像性能や価格が優先され、

ランサムウェア等への備えは「メーカーがガイドラインに準拠」との説明で済まされがちで

ある。また、医療機器導入とセキュリティ対策は別のものと捉えられ、情報管理部門と連携

しないまま外部接続やリモートメンテナンスが決定され、管理外ネットワークが構築・運用

される例も多い。さらに、OS サポート終了後（EOL/EOS）もパッチ適用不能な状態で使

い続けるケースが非常に多く、医療機関がライフサイクルマネジメントを主体的に行って

いないという課題も存在する。本講演では、これらの実情を放射線部門の立場から整理し、

導入検討段階から更新に至るまでサイバーセキュリティ対策を組み込むための検討ポイン

トと、現場が果たすべき実務的な役割について講演を行う。 
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医療情報部会活動報告 

第 37 回 PACS スペシャリストセミナー 

開催報告 

2025年 12月 13日(土)に第 37回 PACS スペシャリストセミナーを開催しました．中部支

部と医療情報部会共催の元，R言語を使用したデータ処理や活用方法、グラフ作成など、

明日の臨床や研究活動に直接使用できる技術を修得していただくための講義と演習を行い

ました．より多くの会員の皆様への知識提供、及びサポート体制を充実させた環境での演

習が行えるよう，今回は名古屋市の現地会場と WebExを使用したハイブリッドにて開催し

ました. セミナー開催にご協力いただきました中部支部の大橋支部長，中部支部医療情報

システム研究会の皆様始め，皆様に厚く御礼申し上げます. 

 

日時 ： 2025 年 12 月 13 日（土）13：00～17：30 

会場 ： 現地：藤田医科大学ばんたね病院 西棟 5階 会議室  Web：WebEx  

受講者数 ： 

現地(講義+演習)  申込者数 5名 参加者数 5名 (正会員 5名)   

内、医療情報技師 2名 医用画像情報専門技師 1名 

Web(講義)  申込者数 20 名 参加者数 18 名 (正会員 16 名)   

内、医療情報技師 8名 医用画像情報専門技師 3名 

参加費 ： 現地:会員 3,000 円 非会員 7,000 円  Web:会員 1,000 円 非会員 7,000 円 

更新ポイント ： 
(現地)医療情報技師育成ポイント：3点 医用画像情報専門技師更新ポイント：15 点 

(Web)医療情報技師育成ポイント：2点 医用画像情報専門技師更新ポイント：8点 

プログラム ：  

    
13：00～13：05 開会の挨拶     

中部支部 医療情報システム研究会 代表   静岡県立病院機構本部 法橋 一生 

    

13:05～15:00  講義 

13:05～13:30 データの整形/集計/記述要約 医療情報部会 川俣 祐貴 委員 

13:30～14:00 データ可視化のエッセンス   医療情報部会 谷 祐児 委員 

14:00～15:00  R で出来るこんなコト）  医療情報部会 石川 智基 委員 

    

15:05～17:25 演習 

R でデータ整形・サマリ作成（15:05 - 15:50） 

R で統計分析・可視化（16:00 - 17:25） 

講師：医療情報部会委員 石川智基 委員 

    
17:25～17:30 セミナー総括・閉会挨拶   

医療情報部会委員 大阪国際がんセンター 川眞田 実 
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詳細については、今後 学会ホームページやメルマガなどでご案内いたします。 

 

 

https://www.jsrt.or.jp/97mi/index.html   
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編集後記 

医療情報部会誌 46 号をお届けいたしました。 

 

本号では、原瀬正敏氏の巻頭言「データ利活用時代に問う“質”」から、生成

AI・医療 DX 下でのデータの定義・集計単位の吟味と意味共有の重要性が示され

ました。放射線技術における実務や研究活動において、これまでの画質評価等で

培った「質を問い続ける姿勢」は普遍的な素養であり続けるのではないかと考え

られます。 

第 53 回秋季学術大会（札幌）第 46 回医療情報部会では、教育講演「PACS の

現在地とクラウドを利用した医療 DX の未来」とシンポジウム「PACS の現在地」

を企画いたしました。病院統合後のシステム構成、障害対応の実際、小規模運用

事例といった実際の対応例の共有に加え、ガイドライン準拠の安全管理につい

ての情報提供を行いました。クラウドが PACS を医療 DX 基盤へ変える課題と責

任といった観点から活発な議論を行うことができました。 

第 82 回総会学術大会（横浜）第 47 回医療情報部会の予告では、経済安全保障

推進法に基づくシステム事前監査と医療機器サイバーセキュリティ対策を主題

に、機器選定・保守・連携の必要性が医療・産業界・セキュリティの視点から示

しながら参加者の皆さまと有意義な議論を行いたく企画しております。 

 

部会活動として、第 37 回 PACS スペシャリストセミナーの活動を報告いたし

ました。R言語を例に、データ処理・可視化の講義・演習で、臨床・研究に直結

する技術を提供したく、今後も基礎から実務までの学習機会を継続します。今後

とも、医療情報部会は、データ利活用・PACS 進化・サイバーセキュリティの転

換点で、研究・教育・実装を結び、本誌が皆様の実践に寄与するよう努めます。 
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